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中
学
生
海
外
派
遣
事
業
と
し
て
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
の
中
学
生
１１
人
と
、
黒
潮
町
の
中
学

生
１２
人
が
交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、

黒
潮
町
の
中
学
生
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
訪
問
後
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中

学
生
ら
は
黒
潮
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
５
日
（
木
）
、
黒
潮
一
番
館
で
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
に
よ
る
カ
ツ

オ
タ
タ
キ
体
験
と
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
最
後
の
夜
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
の
中
学
生
は
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た

カ
ツ
オ
タ
タ
キ
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
一
緒
に
楽
し
み
、
地
元
の
料
理
を
食

べ
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
最
年
少
で

来
町
し
た
エ

リ
ー
ス

ギ
ル
バ
ー
ト
さ
ん
（
１１
歳
）
は
、

「
人
が
優
し
く
て
、
海
も
と
て
も
綺
麗

で
文
化
も
本
当
に
好

き
で
す
。
カ
ツ
オ
が

美
味
し
か
っ
た
の
と

回
転
寿
司
が
楽
し
か

っ
た
。
絶
対
忘
れ
ま

せ
ん
」
と
交
流
を
楽

し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

２
０
１
７
国
際
事
業 

in K
u
ro

s
h

io
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
交
流
会

タタキの炎に歓声
が上がりますにぎわう交流会の様子

1

4

2

5

3

6

　
今
年
で
１４
回
目
と
な
る
「
土
佐
さ

が
の
も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭
」
が
、
佐
賀

地
域
の
黒
潮
一
番
館
周
辺
で
１０
月
１４

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
約
一
万
人
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
折
小
雨
が
降
り
、
あ
い
に
く
の

空
模
様
で
し
た
が
、
カ
ツ
オ
水
揚
げ

量
県
下
有
数
の
佐
賀
漁
港
で
水
揚
げ

さ
れ
た
美
味
し
い
カ
ツ
オ
を
食
べ
よ

う
と
多
く
の
方
が
訪
れ
、
秋
の
味
覚

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
毎
年
好
評
の
カ
ツ
オ
御
膳
は
、
藁

焼
き
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
や
き
の
こ
の

か
き
揚
げ
な
ど
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
佐
賀
地
区
な
ら
で
は
の
内
容
で

し
た
。
今
年
は
カ
ツ
オ
御
膳
の
抽
選

券
付
前
売
り
券
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
予
約
可
能
と
な
り
、
前
売
り
券

が
約
９
０
０
枚
、
当
日
券
が
約
１
０

０
枚
購
入
さ
れ
、
開
始
前
か
ら
長
蛇

の
列
が
で
き
、
こ
の
日
用
意
さ
れ
た

カ
ツ
オ
は
約
２
ト
ン
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
出
店
な
ど
も
多
数
出
店
さ
れ
、
会

場
内
に
は
、
カ
ツ
オ
を
目
の
前
で
捌

き
藁
で
焼
く
場
面
も
あ
り
、
来
場
者

は
炎
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四
万
十
町
か
ら
夫
婦
で
来
た
と
い

う
竹
内
広
記
さ
ん
は
「
カ
ツ
オ
に
は

う
る
さ
い
が
、
こ
ん
な
に
美
味
し
い

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
塩
で
食
べ
る

と
よ
り
美
味
し
い
」
と
堪
能
し
た
様

子
で
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
舟
歌
か
ら
始
ま
り
、

佐
賀
保
育
所
園
児
に
よ
る
鳴
子
踊
り
、

幡
多
舞
人
に
よ
る
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊

り
の
披
露
や
、
旨
い
も
の
早
食
い
競

争
、
餅
投
げ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

一
本
釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど
も
開
催
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

脂ののったカツオ

藁で焼くカツオのタタキ主催者との会話も弾む

第
１４
回
土
佐
さ
が
の
も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭

1

幡
多
舞
人

2

園
児
に
よ
る
鳴
子
踊
り

3

藁
で
焼
か
れ
る
カ
ツ
オ

4

一
本
釣
り
ゲ
ー
ム

5

賑
わ
う
祭
り
の
会
場

6

カ
ツ
オ
を
求
め
る
行
列
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１０
月
８
日（
日
）、

春
野
陸
上
競
技

場
で
「
第

３４
回
・

高
知
県
小
学
生

陸
上
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
下

か
ら

３２
団
体
・
約
６
０
０
人
の
選
手
が

参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
黒
潮
町
か
ら
も
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
参

加
し
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

５
・
６
年 

男
子
走
高
跳
　
　
　

３
位
　
中
澤
虎
太
郎（
入
野
小
学
校
６
年
）

記
録
　
１
ｍ

１５
㎝

 
１０
月

１２
日（
木
）・

１３
日（
金
）、
公
益

社
団
法
人
幡
多
法
人
会
黒
潮
支
部
よ
り
、

南
部
保
育
所
と
大
方
く
じ
ら
保
育
所
に
、

計
７０
冊
の
絵
本
や
紙
芝
居
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。
園
児
達
は
、
早
速
紙
芝
居

を
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
お
礼
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
の
大
き
さ
な
ど
を
競

う
「
が
い
に
ビ
ッ
ク
リ
た
ま
げ
た
大
会
・

県
大
会
」
が
９
月

１３
日
（
水
）
、
Ｊ
Ａ
高

知
は
た
西
土
佐
支
所
で
開
催
さ
れ
、
出

品
し
た
拳
ノ
川
小
学
校
が
高
知
県
印
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
今
年
で

２９
回
目
。
幡
多
地

域
の
み
な
ら
ず
、
南
国
市
や
須
崎
市
か

ら
計

２１
組

５８
個
の
カ
ボ
チ
ャ
が
並
び
ま

し
た
。

　
拳
ノ
川
小
学
校
は
平
成

２２
年
か
ら
参

加
し
、
今
年
は
３
・
４
年
生
６
人
が
６

個
の
カ
ボ
チ
ャ
を
出
品
し
ま
し
た
。
６

個
の
総
重
量
は
２
８
２
・
９
㎏
で
、
一

番
大
き
な
も
の
は

５０
・
４
㎏
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
地
域
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が

ら
６
月
に
生
育
を
開
始
し
、
苗
植
え
や

水
や
り
を
行
っ
た
と
い
う
児
童
ら
は
、

「
こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
な
ん
て
び
っ

く
り
」
な
ど
と
成
長
過
程
を
振
り
返
り
、

「
来
年
は
１
０
０
㎏
を
越
え
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　
育
て
た
カ
ボ

チ
ャ
は
大
会
後
、

運
動
会
な
ど
で

展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　　
上
林
暁
文
学
館
で
特
別
企
画
展
「
世

界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
」
〜
北
幡
・

満
州
開
拓
団
の
記
録
〜
が
、
７
月
１
日

（
土
）〜
９
月

２４
日（
日
）ま
で
開
催
さ
れ
、

約
１
３
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
開
拓
団
や
中
国
残
留
孤

児
の
記
録
、
シ
ベ
リ
ア
の
留
置
所
収
容

の
様
子
な
ど
の
資
料
や
絵
の
展
示
、
事

実
を
も
と
に
描
か
れ
た
中
脇
初
枝
の
小

説
「
世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
」
の

資
料
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
幡
多
地
域
で
は
、
昭
和

１７
年
頃
か
ら

移
民
が
開
始
さ
れ
、
幡
多
郡
江
川
崎
村

か
ら
は
１
２
１
世
帯
、
４
３
６
人
が
満

州
へ
と
渡
っ
て
い
ま
す
。
終
戦
時
の
混

乱
の
中
、
移
民
し
た
方
の
内
、
約

７５
％

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
歴
史
の
記
録
を
、
当
時
の
新
聞
、

手
記
、
写
真
な
ど
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

 
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
黒
潮
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

主
催
「
第
２
回
黒
潮
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
１０
月
７
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
町
内

外
よ
り
２
０
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
の
は
、
岡
村
司
さ
ん
、
準

優
勝
は
坂
本
学
さ
ん
、
３
位
は
武
田
好

弘
さ
ん
で
、
優
勝
し
た
岡
村
さ
ん
に
は

同
ク
ラ
ブ
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
も

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
お
金
で
大
方
く
じ

ら
保
育
所
と
南
部
保
育
所
に
絵
本
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

教
室
も
開
催
さ
れ
、
南
郷
小
学
校
と
上

川
口
小
学
校
の
児
童
計

２８
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ゴ
ル
フ
が

初
め
て
の
人
も
多
く
、
戸
惑
い
つ
つ
も

「
な
か
な
か
難
し
い
け
ど
楽
し
い
」
と

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

第
34
回
・
高
知
県 

小
学
生
陸
上
競
技
大
会

拳
ノ
川
小
児
童
ら
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
を
生
育

絵
本
の
贈
呈

世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち

平
成
29
年
度

第
２
回 

黒
潮
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

当時のこどもたちの写真や手記の展示

スナッグゴルフを楽しむ子ど
もたち　

ドキドキしながら結果を見る児童ら

贈呈された絵本

お礼のダンスを踊る園児

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

な
か

ざ
わ

こ

た

ろ
う
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ハ
ミ
ル
ト
ン

市
に
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校

の
生
徒
１１
人
と
引
率
者
４
人
が
来
町
し
、

９
月
２８
日
（
木
）
か
ら
９
日
間
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
町
内
小
中
学
生
や

住
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
旧
佐
賀
町
の
国
際
交
流
員
が
同
国
出

身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
中
学
生
の
行
き
来

が
始
ま
り
、
平
成
１１
年
か
ら
交
流
が
続

い
て
い
ま
す
。
滞
在
期
間
中
は
小
中
学

校
で
日
本
の
授
業
や
華
道
・
茶
道
な
ど

の
日
本
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
佐
賀

中
学
校
で
は
、
体
育
祭
の
種
目
で
あ
る

大
縄
跳
び
と
二
人
三
脚
に
挑
戦
。
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校
で
は
体
育
祭
が

な
い
た
め
、
初
め
て
の
種
目
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
町
内
の
小
中
学
生
に
と
っ
て
も
、

日
本
や
黒
潮
町
の
文
化
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
そ
の
良
さ
を
見
直
す
い
い
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
ご
家
庭
を
は
じ
め
、
よ
さ
こ
い

踊
り
体
験
や
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り

体
験
な
ど
、
こ
の
事
業
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
生
涯
学
習
係
）

大方中全校生徒でのじゃんけん列車

ニュージーランド訪問団

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

書道の授業

ホストファミリーたちとの交流パーティー

大縄跳びに挑
戦

英語でゲーム
ゆかたの着付

け体験

三浦小学校で
の華道体験
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ニュージーランドへ行ってきましたニュージーランドへ行ってきましたニュージーランドへ行ってきました
～平成29年度中学生海外派遣事業報告～

教育次長  畦地　和也

　町内の中学校3年生を対象とした中学生海外派遣事業が、8月15日（火）

から25日（金）の11日間、ニュージーランド（以下、NZ）で行われまし

た。参加したのは選考された12人の生徒（大方中学校7人、佐賀中学校

5人）と、引率者4人です。15日（火）早朝、佐賀庁舎で保護者や先生、関係者に見送

られた生徒たちは、翌朝8時NZオークランド空港に到着し、バスでロトルアに向か

い、先住民マオリ族の文化を学びました。

　翌朝はロトルア周辺の観光を済ませた後、ハミルトン市フェアフィー

ルド中学校に向かいました。中学校ではホストファミリーが生徒たちを

待ってくれており、英語でお互い自己紹介をした後、それぞれのホームステイ先に向

かいました。生徒たちはそれから6泊し、ホームステイ先から学校に通います。翌日

学校では、先住民マオリ族の儀式にのっとった歓迎式で迎えられた後、生徒たちは授

業に入っていきました。

　フェアフィールド中学校は生徒数600人あまりですが、多様な国籍の子どもたち

が通う学校です。また数十カ国から留学生を受け入れ、年間20校近い日本の学校の

短期留学（ホームステイ研修）を受け入れていることから、いろんな面で国際性豊か

な学校であることが感じられます。

　この中学校に来ていつも感心するのは、生徒たちの規律のよさです。休み時間も

授業中も自由に、見た目には雑然とした集団に見えますが、一旦団体行動をしなけ

ればならなくなったときには、すぐに私語をやめ整列し、順番行動が取れるその姿

には大変感心します。また校長先生が朝の巡回で教室に入ってきたとたん、全員が

起立し、「敬称（サァー）」を付けて校長先生にあいさつすることにも驚きを感じました。

　そんな子どもたちも、午後3時には全員学校を出ます。その後は地域のスポーツク

ラブで活動したり、家族と過ごします。子どもたちと過ごすために、早朝出勤して、

3時には会社を出て帰宅する人も多いと聞きました。

　黒潮町の中学生にとって英語漬けの数日間でしたが、コミ

ュニケーションに困ることなく、ホストファミリーの一員と

して受け入れをしていただいたようです。今回のこの経験を

今後の日々の学校生活にいかし、また今回の出会いを大切に、

国を超えた友情を育んでもらいたいと思います。

フェアフィールド中学校クラスルームにて 校長先生の話を真剣に聞く子どもたち ホームステイ先でのお別れパーティー
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中学生海外派遣事業報告

大方中学校　宮崎　椎菜

　私はＮＺで、たくさんのことを学びました。ＮＺの

歴史を学んだり、マオリ文化に触れたりなどＮＺで

しか知ることができないことを学んできました。そ

して、楽しい思い出もつくりました。

　一つ目は、ホームステイです。初めの頃は不安で

全然しゃべれませんでした。しかし、私を受け入れ

てくれた家族は、優しく接してくれ、安心してすご

せました。単語だけでも、伝えようという気持ちが

あれば伝わるということを学びました。

　二つ目は、学校です。体育館やお昼など、仲良く

接してくれました。緊張もほぐれて楽しかったです。

　この十日間で、英文はわからなくても伝えようと

する気持ちがあれば伝わることを学びました。私の

貴重な体験を忘れず、これからの将来につなげたい

です。

大方中学校　秋田　桃

　今回の研修は一生の思い出となりました。最初は

不安でいっぱいで自分の力で通じるのかとても心配

していました。しかしＮＺの人たちはとてもフレン

ドリーでとても話しやすかったです。そしてたくさ

んのことを学びました。体験することすべて一つ一

つが初めてのことばかりでした。文化など知ること

ができてよかったです。日本に帰って来て日本が大

好きになりました。何ごとにも挑戦すること、自分

に自信をもつこと周りの人たちへの感謝をわすれな

いことも学ばせていただきました。そしてもっと英

語が好きになりました。これからの生活の中で今回

学んだことを生かし将来へとつなげていきたいと思

います。ＮＺへ行けて本当によかったです。もっと

自分の目でたしかめたいことがたくさんあります。

いつかかなえるようにがんばります。

大方中学校　本田　夏帆

　８月１５日から２５日までの１１日間、ＮＺに語学研修

に行ってきました。私は、この経験を通して本当に

たくさんのことを学びました。研修の中で一番感じ

たことは、日本との違いでした。生活スタイルや、

食事など、たくさんありますが、その中でも伝統の

文化をとても大切にしている点が、日本との大きな

違いだと思いました。

　ＮＺには、マオリという先住民の伝統文化が今で

もたくさん残っています。私達が訪問した学校でも、

マオリのおどりを披露してくれましたが、一人ひと

りが完璧に覚えていました。自分の国の伝統を、幼

い頃から身近に感じ、大切に守っていこうという気

持ちが表れていて感動しました。

　私はこの体験を通して、「やってみて気付くこと」

がたくさんあるんだと感じました。物事を一方的に

決めつけず、積極的にやってみることはとても大切

なことだと思います。そんなことをこの体験で学ぶ

ことができました。

大方中学校　吉見　奈央子

　この研修で私は海外の文化を肌で感じることがで

きました。最初は戸惑うことばかりでした。でも、

段々慣れていくうちに少しずつ話しができるように

なり、言葉が通じる喜びを感じることができました。

私はそれを日本に来た外国の人にも感じて欲しいと

思います。

　ニュージーランドは伝統的なものを残しつつ、新

しい様式も取り入れ、その時代に合わせて発展して

いました。国民が力をあわせ不況をのりきったこと

もあるそうで、これからの日本はそうあるべきだと

思いました。

　大方には外国の方もいます。海外へ行った経験を

いかし、その人の目線になり、身近な人達と交流し、

輪を広げていきたいと感じました。この研修はこれ

からも続いて欲しいです。

大方中学校　山本　真央

　私は、ＮＺ研修でとても貴重な経験をしました。

自分の中で成長したことや、課題点なども見つける

ことができ、本当に良かったです。この研修で学ん

だことは、これからの自分の未来に役立てていきた

いです。このＮＺ研修で、たくさんのことを学び、

知り、理解しました。異文化の違いにも驚きました。

シャワーは、自分の入りたい時に入るや、りんごは

皮をむかず、そのままかぶりつくなど、びっくりす

ることばかりでした。時には、こんな考え方もある

んだなと納得させられることもありました。また、

会話もたくさんして仲良くなることができました。

私が部屋で一人でいる時はあまりなくて、空き時間

があると、私と一緒に遊んでくれました。ダンスを

したり、ボードゲームで遊びました。とても楽しい

日々でした。こんな体験をさせてくれた黒潮町に感

謝します。そして、将来黒潮町の役に立てるように

勉強をがんばりたいです。

大方中学校　徳広　理紗

　私はＮＺに行って、一生の思い出に残る体験がで

きたしたくさんのことを学ぶことができました。

　初めての海外でいろいろ不安もあったけど毎日を

過ごす中でいつの間にか不安もなくなり充実した毎

日を送ることができました。

　ホームステイでは自分の英語力だけが頼りで分か

らないことも多かったけど、ゆっくり話してくれた

りジェスチャーを使って話してくれたりしたおかげ

でなんとなくでも分かることができました。自分の

言いたいことがすぐにでてこないこともあってもっ

と英語を勉強しておいたらよかったという後悔もあ

りました。

　ＮＺの人たちに日本の文化や黒潮町のことを教え

ることができ、それと共にＮＺのことも多く知りま

した。今よりももっと英語が話せるようになってま

たＮＺに行きたいです。
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佐賀中学校　明神　右京

　僕はニュージーランドへ行く前は、ホームステイ

で伝えたいことが伝わるか相手の言っていることが

ちゃんと理解できるか不安でした。実際に行って一

人になると、とても不安でホームシックになりかけ

ました。でも、自分の知っている単語で積極的に話

すと伝わって、とてもうれしかったし自分の言って

いることが通じるという自信がつきました。話して

いると不安とあまり感じなくなりました。その後は

とても楽しい６日間で、あっという間に過ぎました。

僕は、この研修で自分の知っている英語で伝えたい

ことを伝えられる自信もついたし、積極的に話すこ

との大切さを感じました。ホームステイの時に話を

していなかったら、不安であまり楽しくない６日間

だったと思います。また、日本とニュージーランド

の文化の違いも感じました。とても良い経験ができ

ました。これから、英語の勉強を頑張ってもう一度

行きたいと思いました。

佐賀中学校　西森　衣吹

　今僕はニュージーランドがとても恋しいです。去

年、ニュージーに行った先輩が「また行きたい」と言

っていた理由がとても分かります。この海外派遣事

業で日本とニュージーの文化の違いにたくさん触れ

てきました。外国人のフレンドリーさは日本人も学

ぶべきだと僕は思います。そうしたら、たくさん友

達が作れると思います。今回、初めて海外に行って

僕はもっとたくさんの国へ行きたいと思いました。

話す言葉が違うと初めは不安だけど、通じた時にす

ごく嬉しいからです。なので、これからは今までよ

りも英語の授業を真剣に受けたいです。今回の海外

派遣事業で僕たちに関わってくれた方々に感謝しま

す。この経験を生かせるようにがんばりたいです。

佐賀中学校　今西　蘭

　私は８月１５日から２５日の１１日間、ニュージーラ

ンドに行って来ました。１０時間という長時間、飛行

機に乗ったのも初めてでした。まず、ニュージーラ

ンドと日本では3時間の時差があるのでそれに慣れ

るのが大変でした。ホームステイ中、１０時３０分ぐ

らいにみんな寝ます。ニュージーランドの１０時は日

本では7時なので全然眠くありませんでした。ニュ

ージーランドでは、いろんなことを見たり、聞いた

り体験できました。羊の毛刈りショーを見たり、本

物のキウイも見れました。伝統的なマオリ族の儀式

など、聞いていたよりもすごい迫力でした。ホーム

ステイは最初はとても緊張したし、ファミリーが何

と言っているか分からなかったのがすごくつらかっ

たです。でも、とても親切にしてくれて帰る時には

すごく悲しかったです。ニュージーランドでの貴重

な体験をこれからの自分の将来に生かしていきたい

と思います。

　　

大方中学校　野村　有未

　私はＮＺに一週間研修に行ってきました。ＮＺへ行

って、びっくりしたことが二つあります。一つ目は、

ＮＺのお店は外国から来たお店ばかりということです。

ＮＺは元はイギリス領だったので、あまりＮＺ独自の

店が無いということを初めて知って、びっくりしま

した。二つ目は、お弁当に、りんごが丸ごと入って

いたことです。ＮＺの人は、ふつうに丸かじりをし

ているのを見てすごくびっくりしました。けど、す

ごくおいしかったです。ＮＺへ行って、みんなが笑

っている時に分からなくて笑えなかったり、言いた

いことが伝わらなくて大変な思いをした事がたくさ

んありました。そんな時、私はもっと英語を話せた

ら…と思うと悔しかったです。なので、もっともっ

と日常会話で使えるような英語も勉強したいなと思

いました。受験が終われば、英会話の勉強も取り入

れていきたいなと思いました。

佐賀中学校　濱口　紗良

　私は、ニュージーランドでの研修でたくさんのこ

とを学びました。特に心に残った事は、ホームステ

イです。最初は英語だらけの中で生活することにと

ても不安がありました。実際、自分が言いたい事を

うまく伝えられず、心が折れそうにもなりました。

でも、何回もチャレンジする事で伝わった時の嬉し

さを、より感じました。ホストファミリーも、たく

さん私に話しかけてくれました。だから、最初にあ

った不安は最後には無くなっていました。自分なり

の英語を使って、単語だけでも意外と伝わるんだな

と思いました。しかし、私は積極的な部分が欠けて

いたと後で反省し、これから自分の事も相手にたく

さん伝えられるようになりたいと思いました。今回

の研修で、相手とのコミュニケーションをとる事や

英語の大切さを学ぶことができました。この経験を

生かし、もっと意欲的に英語を勉強して、将来は英

語に関わるような事をしたいです。

佐賀中学校　浜岡　未来

　私は８月１５日から２５日までＮＺへ短期語学研修へ

行ってきました。行く前はドキドキしてたまりませ

んでした。けど、日本を出るのは初めてなので少し

不安でした。自然公園や羊の毛刈りショー、学校訪

問などいろいろな事を体験してきました。その中で

私の心に残ったことは、羊の毛刈りショーを見たこ

とです。可愛い羊達が階段をのぼって十種類以上の

羊を見ることができました。子羊とも触れ合うこと

ができました。羊の毛は雲のようにふわふわだと思

っていたら、オイリーでしっとりしていました。こ

れもＮＺならではの経験でした。他にも自然公園では、

ＮＺにしかいない鳥キウイが見れました。手のひら

サイズだと思っていたのに意外と大きくて驚きまし

た。ＮＺは、ヘビがいない国で動物がたくさんいる

ので、動物好きな人には楽しいと思います。貴重な

時間を過ごせて良かったです。
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◆
は
じ
め
に

　
本
年
度
は
、
全
校
児
童

４３
人
、

教
職
員

１１
人
、
６
学
級
（
複
式

学
級
１
組
を
含
む
）
編
成
で
教

育
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
校
の
児
童
は
、
明
る
く
真

面
目
で
穏
や
か
で
、
休
み
時
間

も
学
年
を
越
え
て
仲
良
く
遊
ぶ

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
毎
朝
８
時

前
に
は
、
体
育
委
員
が
大
型
タ

イ
マ
ー
と
Ｃ
Ｄ
デ
ッ
キ
を
準
備

し
、
全
校
ス
ト
レ
ッ
チ
の
後
、

朝
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

音
楽
に
乗
っ
て
自
己
タ
イ
ム
を

少
し
で
も
縮
め
よ
う
と

１０
周
を

一
生
懸
命
走
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
一
輪
車
を
練
習
す
る
の

で
、
１
年
生
も
全
員
が
乗
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
本
年
度
の
学
校
教
育
目
標
は
、

「
自
ら
学
び 

豊
か
に
か
か
わ
り

合
い 

た
く
ま
し
く
生
き
る
児

童
の
育
成
」
副
題
を
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
鍛
え
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
力
を
身
に
つ
け
、
変
化
の

激
し
い
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
こ
と
が
で
き
る
心
身
共
に

強
い
子
に
、
ま
た
、
人
を
大
切

に
で
き
、
思
い
や
り
の
あ
る
優

し
い
子
に
育
て
よ
う
と
、
教
職

員
自
身
も
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 
研
究
主
題
は
、「
自
分
の
思
い

や
考
え
を
伝
え
、
判
断
し
行
動

で
き
る
児
童
の
育
成
」
と
し
、チ

ー
ム
上
小
は
以
下
の
４
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

①
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
徳
の
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
命
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
知
を
鍛
え
る

　
６
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で

は
、
国
語
Ａ（
基
礎
力
を
問
う
）

全
国
比
＋
５
・
２
ポ
イ
ン
ト
、国

語
Ｂ
（
活
用
力
を
問
う
）
＋
９
・

５
ポ
イ
ン
ト
、
算
数
Ａ
＋

１１
・

４
ポ
イ
ン
ト
、
算
数
Ｂ
＋

１８
・

１
ポ
イ
ン
ト
と
良
い
結
果
で
、

安
定
し
た
力
が
つ
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
校
と
し
て
、

児
童
が
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
授
業
や
色
々
な
発
表
会
、

取
材
活
動
等
に
使
用
し
、
情
報

処
理
・
活
用
能
力
を
高
め
て
い

ま
す
。
 

　

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

展
開
し
な
が
ら
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
で
き

る
授
業
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
い
つ
で
も 

ど
こ
で

も 

み
ん
な
が
読
書
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
し
て
、
学
力
を
つ
け
る

土
台
と
な
る
読
書
活
動
を
活
発

に
し
、
読
解
力
と
豊
か
な
感
性

を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
少
人
数
の
た
め
、
児
童
一
人

ひ
と
り
に
目
が
届
き
、
各
自
に

合
っ
た
指
導
を
行
え
る
こ
と
が

利
点
で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も

学
力
向
上
に
は
、
基
本
的
生
活

習
慣
と
家
庭
学
習
が
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
家
庭
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
毎
日
の
声
か
け

と
愛
情
シ
ャ
ワ
ー
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

◆
徳
を
鍛
え
る

　
私
た
ち
は
、「
児
童
フ
ァ
ー
ス

ト
・
子
ど
も
が
主
人
公
」
を
合

言
葉
に
、
日
常
に
お
け
る
児
童

の
実
態
把
握
と
分
析
を
し
な
が

ら
、
各
自
の
自
尊
感
情
を
高
め
、

集
団
全
体
が
高
ま
る
学
級
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
内
支
援

委
員
会
を
月
１
回
以
上
実
施
し
、

Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
共
に
よ
り
良

い
支
援
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
人

権
教
育
参
観
日
、道
徳
参
観
日
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
参
観
日
に
は
講
師

を
招
聘
し
講
演
会
を
開
催
す
る

な
ど
し
、
生
き
方
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
ま
た
、
児
童
会
を
中
心
に

自
主
的
な
活
動
と
し
て
、あ
い
さ

つ
運
動
や
全
校
レ
ク
、
あ
り
が
と

う
の
木
、上
川
口
小
５
か
条
な
ど
、

仲
間
意
識
を
高
め
る
取
組
を
し

て
い
ま
す
。
　

◆
体
を
鍛
え
る
・
命
を
育
む

　
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、

柔
軟
性
と
投
げ
る
力
に
全
体
的

な
課
題
が
あ
る
の
で
、
ジ
ャ
ッ

ク
ナ
イ
フ
ス
ト
レ
ッ
チ
の
継
続
、

投
げ
る
遊
具
の
開
発
・
使
用
を

し
て
い
ま
す
。
朝
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
日
々
の
地
道
な
体
力
作
り
と

体
育
の
授
業
の
工
夫
・
改
善
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
防
災
・
安
全
教
育
で
は
、
浸

水
が
予
想
さ
れ
る
学
校
と
し
て

の
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
の
時

間
帯
や
方
法
を
変
え
な
が
ら
の

毎
月
の
実
施
、
近
年
危
険
が
高

ま
っ
て
い
る
風
水
害
の
学
習
、

年
２
回
の
防
災
教
育
参
観
日
の

実
施（
引
き
渡
し
訓
練
、隔
年
の

炊
き
出
し
訓
練
）な
ど
、保
護
者
・

地
域
と
共
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
は
生
き
た
学
び
の
場

　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
は
、

地
域
か
ら

２８
人
の
委
員
さ
ん
が

参
加
し
、
学
校
支
援
の
た
め
様
々

な
事
に
関
し
て
協
議
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
授
業
や
読
み
聞
か
せ
、

地
域
清
掃
活
動
へ
の
参
加
や
発

達
段
階
に
応
じ
た
地
域
学
習
や

交
流
な
ど
で
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
、
今
後
も
し
っ
か
り

と
育
ん
で
い
き
ま
す
。
 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　
本
校
か
ら
発
信
す
る
各
種
お

便
り
や
行
事
予
定
、
授
業
風
景
、

児
童
の
様
子
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
見
て

い
た
だ
け
ま
す
。「
黒
潮
町
立
上

川
口
小
学
校
」
で
検
索
す
る
か
、

次
の
ア
ド
レ
ス
を
ご
入
力
く
だ
さ

い
。http://w

w
w

.kam
ikaw

aguchi
-e.tow

n.kuroshio.lg.jp/

校
長
　
石
川
　
真
紀

りよだ校学

『
自
ら
学
び 

豊
か
に
か
か
わ

 

り
合
い 

た
く
ま
し
く
生
き

 

る
児
童
の
育
成
』

〜
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
鍛
え
る
〜

上
川
口
小
学
校

算数授業 タブレットを使って

地区交流 ご挨拶して肩たたき
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◆
は
じ
め
に

　
現
在
生
徒
数
１
６
９
人
、
教

職
員
２４
人
で
落
ち
着
い
た
環
境

の
中
で
、
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒

の
育
成
を
目
指
し
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

◆
一
人
ひ
と
り
の
自
尊
感
情
を

高
め
る
取
組

　
教
師
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

話
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
、
生

徒
の
良
さ
に
目
を
向
け
評
価
す

る
と
共
に
、
生
徒
同
士
が
互
い

の
良
さ
を
認
め
合
う
『
グ
ッ
ド

シ
ー
ト
』
な
ど
の
掲
示
を
す
る

こ
と
で
、
教
師
と
生
徒
、
生
徒

間
の
人
間
関
係
も
よ
く
な
り
、

生
徒
の
表
情
も
穏
や
か
で
、

落
ち
着

い
て
学

習
が
で

き
る
環

境
と
な

っ
て
い

ま
す
。

◆
生
徒
主
体
の
行
事
の
実
施

　
生
徒
自
身
で
作
り
上
げ
る
学

校
行
事
を
目
標
に
、「
体
育
祭
」

や
「
文
化
祭
」
に
取
り
組
み
、
生

徒
だ
け

で
な
く
、

教
員
や

保
護
者

も
感
動

で
き
る

学
校
行

事
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
地
域
か
ら
の
高
い
評

価
も
得
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

も
自
信
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
主
体
的
に
学
び
、
深
く
考
え

表
現
で
き
る
授
業
の
実
践

　
「
探
究
的
な
授
業
づ
く
り
の

た
め
の
教
育
課
程
研
究
実
践
事

業
（
学
校
図
書
館
活
用
型
）
」
の

指
定
研
究

①
図
書
・
新
聞
に
触
れ
る
環
境

整
備

　
学
校
図
書
館
を
含
め
、
校
内

で
図
書
に
親
し
め
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
各
教
室
に
『
学
級

文
庫
』
と
し
て
お
す
す
め
の
本

２０
冊
を
入
れ
、
朝
読
書
や
昼
休

み
な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
廊
下
や
生
徒
玄
関
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
生
徒

の
興
味
を
引
き
そ
う
な
本
や
新

聞
を
並
べ
、
い
つ
で
も
手
に
と

っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
頃

図
書
室
の
利
用
が
少
な
い
生
徒

に
も
好
評
で
、
気
が
向
い
た
と

き
に
ペ

ー
ジ
を

め
く
る

姿
や
座

っ
て
読

み
ふ
け

っ
て
い

る

姿

、

友
だ
ち
と
一
緒
に
読
み
合
う
姿

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
　
　
　

②
各
教
科
に
お
け
る
課
題
解
決

的
な
授
業
実
践

　
各
教
科
に
お
い
て
は
、
可
能

な
限
り
生
徒
が
課
題
解
決
で
き

る
授
業
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
手

立
て
と
し
て
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
作
成
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て

の
授
業
実
践
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
授
業
改
善
を
推
進
す
る
た
め

に
定
期
的
な
研
究
授
業
も
行
い
、

事
前
の
教
材
研
究
を
各
教
科
の

代
表
が
集
ま
り
意
見
交
換
を
し
、

授
業
づ
く
り
の
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
専
門
教
科
以
外
の

教
員
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
違
っ
た
発
想
も
得
ら
れ
、

有
意
義
な
授
業
研
究
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

③
総
合
的
な
学
習
の
取
組

　
探
究
的
な
学
習
は
主
に
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
の
取

組
で
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
本

校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は

地
域
を
題
材
と
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
年
生
で
は
町
内
で
の
情
報

収
集
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
し
て
、
地
域
の
課
題
を
中
心

に
探
る
こ
と
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
年
生
で
は
修
学
旅
行
で
観

光
客
か
ら
得
た
情
報
や
地
域
へ

の
移
住
者
の
方
か
ら
得
た
情
報
、

地
域
の
主
な
事
業
主
、
地
域
住

民
な
ど
の
意
見
を
収
集
・
分
析

し
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
ま
と
め

る
と
共
に
、
自
分
た
ち
の
描
く

未
来
の
黒
潮
町
を
企
画
案
と
し

て
ま
と
め
、
町
に
提
言
し
て
き

ま
し
た
。

　
３
年
生
で
は
そ
れ
ら
の
提
言

の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
が
実
際

に
地
域
に
貢
献
で
き
る
も
の
を

選
択
し
、
そ
の
プ
ラ
ン
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
の

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
地
域
の
各
職
場
に

出
向
き
、
各
職
場
が
ど
の
よ
う

に
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
の
か
を
体
験
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
を
中
心
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ

う
に
自

分
た
ち

の
地
域

を
よ
り

良
い
も

の
に
す

る
た
め

に
課
題
を
設
定
し
探
究
す
る
学

習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

◆
終
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
、

生
徒
の
自
尊
感
情
を
育
て
る
こ

と
を
生
徒
指
導
の
基
本
と
し
、

全
て
の
生
徒
に
今
求
め
ら
れ
て

い
る
「
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
そ
し
て
学
び

に
向
か
う
力
や
人
間
性
を
養
う

こ
と
」
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

幸
い
今
年
度
行
わ
れ
た
学
力
調

査
等
で
は
各
学
年
共
に
ほ
ぼ
全

国
平
均
の
学
力
が
定
着
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

後
も
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け

た
、
将
来
の
黒
潮
町
を
担
う
こ

と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　

校
長
　
久
保
　
良
高

「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
意
欲
を

持
っ
て
学
ぶ
生
徒
を
目
指
し
て
」

大
方
中
学
校

グッドシート

体育祭

図書コーナー

地域に学ぶ…

りよだ校学
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が
ん
ば
っ
た
陸
上
練
習

大
き
か
っ
た
砂
防
ダ
ム

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
わ
た
し
は
、
陸
上
練
習
が
楽
し
い
で
す
。

　
も
も
上
げ
や
し
り
う
ち
、
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
を

跳
ん
だ
り
、
ス
タ
ー
ト
練
習
を
し
た
り
す
る
の

が
楽
し
い
で
す
。

　
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
は
、
佳
和
ち
ゃ
ん
と
息
を
合

わ
せ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
跳
ぶ
と
き
は
、
い
つ

も
、「
は
い
っ
、
は
い
っ
。
」
と
言
い
な
が
ら
跳

ん
で
い
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
練
習
の
と
き
は
、
仁
弥
ち
ゃ
ん
と
、

「
男
子
っ
て
な
ん
で
足
が
長
い
が
！！
」
と
話
し

て
い
る
と
、
う
し
ろ
で
歩
采
乃
ち
ゃ
ん
が
く
す

く
す
笑
っ
た
の
で
、
わ
た
し
と
仁
弥
ち
ゃ
ん
も
、

く
す
く
す
と
笑
っ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
ス
タ
ー
ト
練
習
を
し
て
い
る
と
、

け
ん
か
み
た
い
に
話
し
て
い
る
人
も
い
る
け
ど
、

笑
っ
て
い
る
か
ら
、
ま
あ
い
い
か
な
あ
と
思
っ

て
、
友
達
と
い
つ
も
笑
っ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
練
習
を
し
た
い
で
す
。

（
佐
賀
小
学
校
　
６
年
　
稲
田
　
寿
佐
）

小
学
校
最
後
の
運
動
会

や
ま

に
し

さ
く
ら

だ

い
な

さ

こ
と

ひ
ろ

と
く

れ
ん

　
全
校
児
童
で
、
砂
防
ダ
ム
の

見
学
に
、
工
事
を
し
て
い
る
保

育
所
の
裏
に
行
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
砂
防
ダ
ム
の
役
割
に

つ
い
て
、
紙
芝
居
の
よ
う
に
し

て
説
明
し
て
も
ら
い
、
模
型
で
実
際
に
土
砂
が

流
れ
る
様
子
を
見
ま
し
た
。
水
を
流
す
と
、
砂

防
ダ
ム
は
木
や
土
を
通
さ
ず
、
水
だ
け
を
通
す

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
空
か
ら
の
映
像
も
見
ま

し
た
。
画
面
で
見
て
も
、
ダ
ム
が
す
ご
く
大
き

い
し
、
作
る
の
に
ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
４
人
ず
つ
高
所
作
業
車
に
乗
り
ま

し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
上
に
上
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
方
向
を
変
え
る
と
き
は
、
ガ
ク
ン
と
ゆ
れ

る
の
で
、
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
私
は
、
高
い

と
こ
ろ
が
苦
手
で
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
乗
っ
た

か
ご
の
よ
う
な
物
は
、
下
が
あ
み
で
す
け
て
い

る
の
で
、
下
を
見
る
と
ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
。

１７

メ
ー
ト
ル
上
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
上
ま
で
上

が
る
と
、
校
庭
も
見
え
ま
し
た
。
砂
防
ダ
ム
を

見
る
と
、
地
上
か
ら
は
見
え
な
い
中
ま
で
見
え

て
、
流
れ
た
木
な
ど
が
引
っ
か
か
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
砂
防

ダ
ム
の
こ
と
が
知
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。

（
伊
与
喜
小
学
校
　
６
年
　
西
山
　
桜
）

　
９
月

１８
日
、
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て

１２
回
目
の
運
動
会
。
今
年
は
昨
年
や
一

昨
年
よ
り
、
す
ご
く
気
合
が
入
り
ま
し
た
。
小

学
校
生
活
最
後
の
運
動
会
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
午
後
の
応
援
合
戦
で
し

た
。
大
き
な
声
を
出
し
て
琴
捺
ち
ゃ
ん
や
山
本

蓮
ち
ゃ
ん
と
肩
を
組
ん
で
笑
い
な
が
ら
応
援
の

歌
を
歌
い
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

応
援
合
戦
で
の
結
果
は
白
組
の
負
け
だ
っ
た
け

ど
、「
楽
し
か
っ
た
け
ん
、
良
か
っ
た
や
ん
。
」

な
ど
と
笑
っ
て
言
い
合
い
ま
し
た
。
中
に
は
も

ち
ろ
ん
悔
し
く
て
泣
い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

泣
い
て
い
る
人
を
笑
顔
で
励
ま
し
、
前
向
き
な

声
か
け
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、

本
気
で
頑
張
り
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
で
は
、
選
手
た
ち
の
団
結
力
で
白
組

が
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
声
を
出
し
て

応
援
し
た
の
で
、
の
ど
が
変
な
感
じ
が
し
ま
し

た
。
リ
レ
ー
選
手
が
帰
っ
て
く
る
と
女
子
同
士
、

抱
き
合
っ
て
喜
び
ま
し
た
。
男
子
と
は
言
葉
で

喜
び
合
い
ま
し
た
。
　
　

　
得
点
発
表
で
勝
ち
だ
と
分
か
っ
た
時
、
う
れ

し
く
て
、
う
れ
し
く
て
泣
き
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
運
動
会
、
白
組
に
な
り
、

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
思
い

出
に
残
る
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
入
野
小
学
校
 

６
年
 

徳
廣
　
蓮
）

山本建設のみなさんと記念撮影

ミニハードルで動きづくり

組体操

ゾッとした
高所作業車
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◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　
口
や
鼻
か
ら
入
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
の
ど
の
粘
膜
な
ど
で

増
殖
す
る
こ
と
で
起
こ
る
急
性
の
呼
吸

器
感
染
症
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

◆
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

◆
予
防
に
つ
い
て

〜
流
行
前
に
〜

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
ら
〜

・
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
利
用
す
る

　
（
感
染
予
防
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
た
ら
、
他
者
へ
の
２
次
感

染
を
防
ぐ
為
に
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と

し
て
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
）

・
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
て

適
度
な
湿
度
に
（

５０
〜

６０
％
）
す
る

・
十
分
な
休
養
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

・
う
が
い
、
手
洗
い
を
励
行
す
る

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
症
状
が
重
く
な

り
や
す
い
人

・
高
齢
者

・
乳
幼
児

・
妊
婦

・
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
、

喘
息
、
慢
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど

の
持
病
の
あ
る
人

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
予
防
接
種
は
、
発
症
す
る
可
能
性
を

減
ら
し
、
も
し
発
症
し
て
も
重
い
症
状

に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
た
だ
し
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続
す
る
期
間
は
、

一
般
的
に
５
か
月
ほ
ど
で
す
。

　
ま
た
、
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
型
も

変
わ
る
の
で
、
毎
年
定
期
的
に
接
種
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
免
疫
力
や
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や

高
齢
者
、
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の
方
は
、

医
療
機
関
で
医
師
と
相
談
の
う
え
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
き
、

特
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

・
具
合
が
悪
い
時
は
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

・
安
静
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
休
養
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
睡
眠
を
十
分

に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

お
茶
で
も
ス
ー
プ
で
も
飲
み
た
い
も

の
で
結
構
で
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
し
や
す
い

の
で
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
無
理
を

し
て
学
校
や
職
場
な
ど
に
行
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
二
次
感
染
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
　

　
一
般
的
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症

前
日
か
ら
発
症
後
３
〜
７
日
間
は
鼻
や

の
ど
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
い
る
間
は
外

出
を
控
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
解
熱

後
も
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

※
参
考
…
現
在
、
学
校
保
健
安
全
衛
生

法（
昭
和

３３
年
法
律
第

５６
号
）で
は
「
発

症
し
た
後
５
日
を
経
過
し
、
か
つ
解

熱
し
た
後
２
日
（
幼
児
に
あ
っ
て
は

３
日
）
を
経
過
す
る
ま
で
」
を
基
準

と
し
て
出
席
停
止
期
間
と
し
て
い
ま

す
（
た
だ
し
、
病
状
に
よ
り
医
師
が

感
染
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

健

知

袋

康

恵

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

 インフルエンザ

急激

高熱・頭痛・関節痛・

筋肉痛・せき・のど

の痛み・鼻水など

症
　
　
状

発
症

強い倦怠感など

全身症状

�か　　ぜ

比較的ゆっくり

のどの痛み・鼻水・鼻づまり・

くしゃみ・せき・発熱（高齢

者では高熱でないこともある）

鼻・のどなど局所的症
状
の
部
位
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１１
月
中
旬
か
ら
１２
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁

4
3
―
2
8
3
6

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁

5
5
―
7
3
7
3

大方地域

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（木）

浮津集落センター 9：30～12：00浮 津 ふ れ あ い サ ロ ン

旧馬荷小学校 体育館 9：30～12：00馬 荷 ふ れ あ い サ ロ ン

地域子育て支援センター

（大方中央保育所内）

9：30～10：30

（受付時間）
愛 育 相 談

鞭集会所 10：00～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

20日（月）

中馬荷集落センター他10カ所
受付時間は受診券を

ご確認ください

肺 が ん 検 診

（未受診者対象）

大 腸 が ん 検 診

（未受診者対象容器配布）

21日（火）

錦野集会所 10：00～12：00錦 野 ふ れ あ い サ ロ ン

大方橘川集会所 9：30～10：30大 方 橘 川 健 康 相 談

22日（水） 加持本村集会所 10：00～12：00加持本村ふれあいサロン

24日（金） 中馬荷集落センター他10カ所 8：30まで大腸がん検診（容器回収）

27日（月） 芝集会所 10：00～12：00芝 ふ れ あ い サ ロ ン

28日（火） あったかふれあいセンター北郷 10：00～12：00北 郷 ふ れ あ い サ ロ ン

30日（木） 有井川集会所 9：30～12：00有井川ふれあいサロン

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

4日（月）

奥湊川老人憩の家 10：00～11：00奥 湊 川 健 康 相 談

小川集落センター 10：00～12：00小 川 ふ れ あ い サ ロ ン

6日（水） 新町集会所 10：00～12：00町 ふ れ あ い サ ロ ン

7日（木） 灘集会所 10：00～11：00灘 健 康 相 談

8日（金） 入野本村集会所 10：00～12：00入野本村ふれあいサロン

13日（水） 保健福祉センター
13：00～13：30

（受付時間）
乳 児 健 診

14日（木） 浮津集落センター 9：30～12：00浮 津 ふ れ あ い サ ロ ン

15日（金） 早咲集会所 10：00～12：00早 咲 ふ れ あ い サ ロ ン
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月日（曜） 四万十市

四万十市民病院 蕁34－2126

佐々木整形外科 蕁34－7177

山下整形外科 蕁34－0511

宿毛市　（0880）

大井田病院 蕁63－2101

川村内科クリニック 蕁66－2911

幡多けんみん病院 蕁66－2222

四万十町　（0880）

大西病院 蕁22－1191

くぼかわ病院 蕁22－1111

11/19（日）

23（木）

26（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126

竹本病院 蕁35－4151

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

田村内科クリニック 蕁63－1668

12/3（日）

10（日）

■当直医療機関

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

佐賀地域

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（木） 漁民センター

9：30～11：00

漁民ふれあいセンター

17日（金） 保健センターいきいき☆ロコクロ倶楽部

20日（月） 馬地集会所馬地ふれあいサロン

24日（金） 保健センターいきいき☆ロコクロ倶楽部

27日（月） 佐賀保育所 10：00～11：00愛 育 相 談

29日（水） 藤縄集会所 10：00～13：00藤縄ふれあいサロン

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

1日（金） 保健センター 9：30～11：00いきいき☆ロコクロ倶楽部

4日（月） 伊与喜集会所 10：00～13：00伊与喜ふれあいサロン

6日（水） 市野々川集会所 9：30～13：00市野々川ふれあいサロン

7日（木） 上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン

8日（金） 保健センター 9：30～11：00いきいき☆ロコクロ倶楽部

11日（月） 総合センター 10：00～13：00佐賀ふれあいサロン

14日（木） 市野瀬集会所 9：30～11：00市 野 瀬 健 康 相 談

15日（金） 保健センター 9：30～11：00いきいき☆ロコクロ倶楽部
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ・届出【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 無料で受けられる「特定健診」を毎年受診しましょう ～
≪本年度の受診をお忘れではないですか≫

　黒潮町では、5月から10月にかけて、地域ごとに集団健診を実施しています。

　本年度の集団健診は終了しましたが、まだ受診していない場合は、医療機関などでの個別

健診（人間ドックを含む）の積極的な受診をお願いします。

　ただし、特定健診を取り扱う医療機関とそうでないところがありますので、詳しくは国保

係まで問い合わせてください。

■対象者　・40歳から74歳までで黒潮町国保に加入している方

　　　　　（妊産婦・長期入院などの場合を除きます）　　

■受診期間　　平成30年3月31日まで（平成30年4月1日からは次年度になります）

■受診場所　・特定健診を取り扱う医療機関　　・人間ドック実施機関

■受診に必要なもの　①保険証　②特定健診受診券　③問診票　

※②・③は、毎年お住まいの地域の集団健診の日程に合わせて2～3週

間前をめどに発送済み。本年度はすでに対象者の世帯へ送付してい

ます。紛失の場合は再発行しますので国保係まで申し込んでください。

■個人負担金

　無料（人間ドックの差額分は自己負担）。ただし、年度中に2回以上受診した場合は、2回目

以降は個人負担（実費）となりますので注意してください。

≪特定健診は、メタボリックシンドロームの予防に重点をおいた健診です≫

　特定健診は生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症）の発症・重症化を予防することを

目的とした健診で、生活習慣病によるリスクに内臓脂肪型肥満が加わった状態（＝メタボリッ

クシンドローム）が長く続くと、動脈硬化が進行し、やがて脳卒中や心筋梗塞などの命にかか

わる病気になる可能性が大幅に増えるといわれています。

※持病などにより定期的に病院で検査を受けている方や毎年人間ドックを受けている

方も特定健診の対象ですので、特定健診受診券と問診票を提示することで特定健診

の検査項目が無料となり、自己負担額の軽減になります。

　県内の医療機関などすべてが特定健診を取り扱っている訳ではないため、詳しくは

各医療機関または国保係まで問い合わせてください。

自身の健康状態を知るためにも年に1回の特定健診を必ず受診しましょう
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高齢者虐待について

介護保険広報シリーズ　イド介護保険介護保険介護保険 ガ

　高齢者の介護を一人で、または家族だけで頑張り過ぎていませんか？介護者の多くは、

相手の行動に対する戸惑いや今後の不安を感じながら、日々介護に取り組んでいます。

そのため心にゆとりが無くなると、高齢者自身の気持ちを思いやることが難しくなり、

虐待につながってしまうことがあります。介護者が地元のネットワークと上手につなが

り、地域全体で高齢者を見守ることが大切です。

■そもそも、どんなことが虐待になるの？

　体はもちろん、心を傷つけること、世話をしないことも虐待で、次の5つに分類され

ています。

■虐待の背景にはこんな要因が…

　虐待者の多くは虐待をしている自覚はなく、介護方法や認知症への知識不足等が原因

で、介護しているつもりが虐待につながっていることがあります。特に、介護が長期化

している場合は、介護者が一人で悩みを抱え込まないように周りの配慮が必要です。ま

た、認知症高齢者は、虐待を受けていてもあまり自覚できず、自ら助けを求めることが

できません。そのため、介護者や周囲の人が認知症を正しく理解することが大切です。

■高齢者虐待防止の取り組みを、みんなで理解しましょう

　「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」では、虐待を受け

たと思われる高齢者を発見した場合、速やかに通報することが義務づけられています。

また、通報を受理した側（職員）にも、通報者や届出者を特定する情報についての守秘義

務が課せられています。

　日頃の見守り、気づき、助け合いで、虐待の起こらない地域づくりを目指しましょう。

介護の悩みや、何か気になることがあれば…

＜相談窓口＞　黒潮町地域包括支援センター　蕁43－2240

139

◆ 防ごう 高齢者虐待

種　類 内　　　　　　容

経済的虐待 日常生活で必要な金銭を渡さない、本人の預貯金や年金などを使い込むこと。

性 的 虐 待 本人を辱める性的な行為や、わいせつな行為を強要すること。

身体的虐待
暴力などによって、体に傷やあざ、痛みを与えること。他者と交流させない、ベッド

に縛りつける、リハビリを強要させることも含まれます。

心理的虐待
威圧的な言葉や態度で接する、無視する（団らんから外す）、嫌がらせをするなど、精

神的な苦痛を与えること。

介護や世話の

放棄・放任

食事や水分を与えない、入浴をさせない、病院への受診や、介護サービスを利用させ

ないなど、生活環境や身心状態を悪化させること。
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137備えて安心備えて安心備えて安心
～南海トラフ地震などあらゆる災害への備え～～南海トラフ地震などあらゆる災害への備え～

－ 参加者募集のお知らせ － 

地域の防災サポーター養成講座

●目的

今世紀前半の発生が予想されている南海地震対策として、一定の知識と技術を有する人

材を育成することで、被害を軽減するとともに、被災後の地域の維持・継続に寄与する

ことを目的とします。

●受講対象者

町内在住の方で、防災サポーターとして各地域で活動する人材育成の必要性に賛同し、

全講座を受講可能な方。

●定員30名

●地域防災サポーターの認定

講座をすべて受講した方を「黒潮町地域防災サポーター」と認定し、認定証を贈るとと

もに、地域で活動する際に使用するユニフォームを支給します。なお、全日程を受講で

きなかった方についても、別の日程や次年度以降などで同等の補講が終了すれば、認定

します。

第1講座　座　学

日時：11月18日（土）午前9時30分～正午

講師：高知地方気象台ほか

場所：黒潮消防署2F防災研修室

☆災害や防災の知識を学びます。

第2講座　救命講習

日時：11月25日（土）、11月26日（日） 午前9時～正午

講師：黒潮消防署

場所：黒潮消防署 2F 防災研修室

☆救命に対する技術・知識を学びます。※上記いずれかの日で受講してください。

第3講座　講話・実技

日時：12月3日（日）午前10時～午後3時

講師：阪神淡路大震災語り部　日本防災士会高知県支部

場所：黒潮消防署 2F 防災研修室

☆災害時に各地域でみんなができる技術・知識を学びます。

　アルファ米、備蓄缶詰などの試食も行ないます。

○お問い合わせ　【本　　庁】情報防災課 消防防災係　　　蕁43－2188

　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第１係　蕁55－3113

講座日程 

申込締切　11月14日（火）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
は
、
大
気
中
の

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が

大
量
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
過

度
な
温
暖
化
が
進
む
こ
と
を
防
止
す
る

こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
自
治
体
で
は
、「
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
も
、
平
成

２５
年
度
か
ら
第

２
次
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
、
平
成

２４
年
度
と
比
べ
て
、
平
成

２９
年
度
に
は
、
５
％
の
削
減
を
目
指
し

て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
黒
潮
町
役
場（
出
先
機
関
も
含
む
）

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
公
表
し
ま
す
。

◆
自
然
に
や
さ
し
い
生
活
を
考
え
ま
し

ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
て
い
る
生
活

排
水
に
ど
れ
く
ら
い
の
汚
れ
が
含
ま
れ

て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
。
環
境
省
の

統
計
に
よ
る
と
、
１
日
１
人
当
た
り
約

４３
ｇ
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
河
川
の
水
質
汚
濁
の

指
標
。
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
、
悪
臭
や

魚
の
窒
息
死
な
ど
の
発
生
原
因
に
な
り

ま
す
。
）が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
排
水
を
減
ら
し
、
美
し
い
自
然

を
守
る
た
め
に
、
日
常
生
活
で
次
の
点

に
気
を
付
け
、
自
然
に
や
さ
し
い
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
洗
剤
は
、
自
然
に
優
し
い
も
の
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

・
生
ご
み
は
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
や
Ｅ
Ｍ

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
使
っ
て
肥
料
と
し

て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　　
黒
潮
町
で
は
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
・
Ｅ

Ｍ
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
際
に
、
必
要

な
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
　

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁

４
３
―
２
８
０
０

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
つ
い
て

出典：長崎県佐世保市ホームページより

〈黒潮町役場二酸化炭素排出量（佐賀支所・出先機関含む）〉

二酸化炭素

排出量（ｔ）

二酸化炭素削減率（％）

（24年度と対比）

平成24年度（基準年度） 1,725.8 ―

平成25年度 1,940.8 12％増

平成26年度 1,725.9 0%

平成27年度 1,607.9 7％減

平成28年度 1,587.0 8％減

こうち男女共同参画センター「ソーレ」 映画上映会のお知らせ
こうち男女共同参画センター「ソーレ」映画上映会「惑う After the Rain」人生の葛藤に直面しつつも、

しなかやに乗り越えていく女性を通して「家族とは何か、人生の喜びとは何か」を描

く作品です。鑑賞後に感想を深めるためのアフタートークを実施します。

◆日時／12月17日（日）午後1時30分～4時30分（開場 午後1時）

◆場所／四万十市立中央公民館 〒787－0012 四万十市右山五月町8－22

◆定員／50人（先着順）　◆料金／無料　◆ナビゲーター／廣瀬淳一（高知大学 男女共同参画推進室長）

◆申込／11月6日（月）午前9時～電話またはホームページにて

◆託児／あり（申込多数の場合は抽選。対象は6カ月～就学前児童。予約制で無料です。）

○お申し込み・お問い合わせ　こうち男女共同参画センター「ソーレ」　蕁088－873－9100

コンポスター
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

第
４
回
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
高
知

〜
依
存
症
の
本
人
と
家
族
へ
の
支
援
〜

人
権
擁
護
委
員
交
代
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
開
催

（荷稲）

宮闢　英雄

蕁55－7217

みや ざき ひで お

（伊與喜）

宗闢　小代

蕁55－3420

そう ざき さ よ

　
黒
潮
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
権

擁
護
委
員
６
人
の
う
ち
、
大
塚
一
福
さ

ん
と
矢
野
智
子
さ
ん
が
９
月
末
日
で
任

期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
人

権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
新
た
に
宗
闢
小
代
さ
ん
・
宮
闢
英
雄
さ

ん
が

１０
月
１
日
に
就
任
し
ま
し
た
。
特
設

人
権
相
談
所
や
個
別
相
談
な
ど
で
、
あ
な

た
の
悩
み
や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 ◆
他
の
黒
潮
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
村
越
豊
年
（
佐
賀
）

・
松
本
輝
雄
（
入
野
）

・
矢
野
博
幸
（
入
野
）

・
矢
野
健
康
（
馬
荷
）

◆
人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
で
、
現
在
、
約
１
万
４
千
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
全
国
の
各
市
町
村
（
区

を
含
む
）
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

権
擁
護
委
員
は
法
務
局
と
連
携
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
手
伝
い
や
、
人
権
侵
害
の

被
害
者
の
救
済
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人

権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
（
予
約
不
要
）
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１１
月

１０
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
鞭
集
会
所

・
１１
月

１０
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
前
）

・
１１
月

２８
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）

・
１１
月

３０
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
前
）

※
１１
月

１０
日
午
後
の
相
談
所
に
は
、
行

政
書
士
も
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０

　
黒
潮
町
で
は
、
多
様
化
す
る
消
費
者

相
談
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の
悩
み

相
談
に
対
応
す
る
た
め
弁
護
士
を
招
き
、

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
近
年
町
内
で
も
悪
質
商
法
に
よ
る
高

齢
者
の
被
害
や
、
多
重
債
務
を
抱
え
る

方
の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、

な
か
な
か
相
談
で
き
な
い
こ
と
も
こ
の

機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１１
月

１４
日
（
火
）
午
後
６
時
〜
８
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
前
）

・
１２
月

１３
日
（
水
）
午
後
６
時
〜
８
時

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）

※
相
談
時
間
は
一
人

３０
分
以
内

　
（
事
前
予
約
制
）

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０

 
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３

　
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

へ
の
依
存
な
ど
、
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

三
重
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の

長 

徹
二
先
生
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、
自

助
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な
ど
も
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
依
存
・
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
関
連
問
題
に
関

心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
可
）。

★
個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。（
当
日
・
先

着
５
名
、
一
人

３０
分
以
内
）

◆
開
催
日
時
　

１２
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

 
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

 
ソ
ー
レ 

３
階
大
会
議
室

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 
高
知
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
９
６
６

ち
ょ
う

て
つ

じ
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１１
月

２５
日
（
土
）
は
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。
暴
力
は
、

男
女
を
問
わ
ず
、
い
か
な
る
場
合
も
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
は
、
配
偶
者
や
恋
人
に
対
す

る
体
や
心
へ
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。

　
身
体
的
な
暴
力
や
言
葉
で
の
暴
力
の

ほ
か
に
も
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
外

出
を
制
限
す
る
こ
と
な
ど
も
、
Ｄ
Ｖ
に

あ
た
り
ま
す
。
子
ど
も
の
目
の
前
で
行

わ
れ
る
Ｄ
Ｖ
は
、
児
童
虐
待
に
も
あ
た

り
ま
す
。

　
今
、
Ｄ
Ｖ
で
苦
し
ん
で
い
る
あ
な
た
、

周
り
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
知
っ
て
い

る
あ
な
た
、
１
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
蕁

４
３
―
２
８
０
０

　
黒
潮
町
は
「
人
権
文
化
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、「
黒
潮
町

人
権
教
育
推
進
講
座
」
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
差
別
の
な
い
明
る
い

黒
潮
町
を
め
ざ
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の

人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
す
る
た
め
に

人
権
教
育
の
講
座
を
計
画
的
に
実
施
し
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で
き

る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
指
導
者
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
下
記
の
内
容
で
各
講
座
、

多
彩
な
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

 ◆
募
集
人
数
　

４０
人

◆
募
集
対
象

　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
お
勤
め
の
方

◆
募
集
期
限
　

１１
月

１０
日
（
金
）

◆
受
講
料
　
無
料

◆
開
催
場
所
　
「
佐
賀
・
大
方
町
民
館
」

第
１
講
座
　

１１
月

２１
日
（
火
）

「
み
ん
な
の
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
る
」

〜
『
人
権
』
は
身
近
に
あ
る
も
の
〜

①
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

②
★
講
演
 

第
２
講
座
　

１２
月

１９
日
（
火
）

「
同
和
問
題
を
学
ぼ
う
」

〜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
〜

①
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
 

②
★
講
演
 

第
３
講
座
　
１
月

１６
日
（
火
）

「
知
る
こ
と
が
理
解
の
一
歩
」

〜
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
つ
い
て
〜

①
★
講
演
　
★
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
 

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

　
『
高
齢
者
疑
似
体
験
』
 

第
４
講
座
　
２
月

２０
日
（
火
）

「
今
、
人
権
教
育
は
…
」

〜
こ
れ
か
ら
ど
う
行
動
す
る
？
〜

①
★
講
演
 

②
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

★
事
前
申
し
込
み
の
い
ら
な
い
オ
ー

　
プ
ン
講
座
 

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

教
育
委
員
会 

人
権
教
育
係

蕁

５
５
―
３
１
９
０

 
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

４
３
―
２
８
０
０

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

Ｄ
Ｖ
は
あ
な
た
だ
け
で
な
く

子
ど
も
た
ち
も
苦
し
め
て
い
ま
す

「
黒
潮
町
人
権
教
育
推
進
講
座
」
を

開
催
い
た
し
ま
す

相談窓口

対　象　者

女性
DV被害者の男性

相　談　先

女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援センター）

電話番号

蕁088－833－0783

相談時間など

月～金　9時～22時
土・日・祝日　9時～20時

（年末年始は休み）

暴力被害者 警　　察

警察本部の総合相談係
蕁＃9110
蕁088－823－9110
最寄りの警察署の生活安全担当課

夜間・休日は当直員対応
緊急の場合は110番へ

女性
DV被害者の男性

黒潮町役場  窓口
（住民課 人権啓発係）

蕁43－2800（課直通）
月～金　8時30分～17時15分

（土・日・祝日・年末年始は休み）

女性

男性

こうち男女共同参画センター
「 ソ ー レ 」

女性向け
蕁088－873－9555

男性向け
蕁088－873－9100

女性向け　9時～17時
男性向け （予約制）
第1・3火曜日、第4水曜日
18時～20時

（第2水曜日、祝日年末年始は休み）

暴力
STOP
暴力
STOP

～あなたとあなたの周りの大切な人を守りましょう。～

受
講
生
募
集
中
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有料広告

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

お母さんのための再就職準備イベント

　県では、出産や育児などを機に退職した女性の方を対象に、働くことに一歩踏み出していただ

くための「お母さんのための再就職準備イベント」を開催します。

　このイベントでは、時短クッキングセミナーなどお母さんが働くために知っていると得するミ

ニセミナーやハローワークなどによる個別相談を行います。

　入場無料、服装自由、出入り自由となっておりますので、ぜひお気軽にお越しください。

　なお、申し込みは不要ですが、託児サービスを利用される場合は前日までにご予約を

お願いします。

【日時】11月25日（土）　午前の部／10時～正午　　午後の部／1時30分～3時30分

【場所】アピアさつき　四万十市右山五月町8－13　

【主催】高知県商工労働部 雇用労働政策課　蕁088－823－9763

○お問い合わせ・託児申込　アビリティーセンター株式会社　蕁088－872－1204

蕁0570－070－810

相談は無料　秘密は厳守します

（全国共通ナビダイヤル）

※通話料金は別途発生します。一部のIP電話からはご利用できない場合があります。

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
精
神
障
が
い
者
ま
た

は
精
神
障
害
の
疑
い
の

あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族

に
対
し
、
精
神
科
医
師

に
よ
る
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
１２
月
１４
日
（
木
）

　
　
　 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

【
場
所
】
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所

【
定
員
】
２
名

【
締
切
】
１１
月
３０
日
（
木
）
ま
で
に
お
電

話
で
ご
予
約
下
さ
い

【
主
催
】 

高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所 

健
康
障
害
課

　
四
万
十
市
中
村
山
手
通
１９
　

　
蕁

３
４
―
５
１
２
４

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、女性の人権問題解消に向け、下記のとおり

電話相談の強化週間を実施します。期間中は、土・日曜日も相談をお受けします。また、平日は

時間を延長し、午後7時まで相談をお受けします。

【期　　間】11月13日（月）～19日（日）

【時　　間】午前8時30分～午後7時まで（土・日は午前10時から午後5時）

【場　　所】高知地方法務局人権擁護課（土・日は高松法務局人権擁護部）

【相談内容】ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー、

                  離婚問題,暮らしの悩みごとなど女性をめぐる人権問題　　

○お問い合わせ　高知地方法務局 人権擁護課　蕁088－822－3503

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、女性の人権問題解消に向け、下記のとおり

電話相談の強化週間を実施します。期間中は、土・日曜日も相談をお受けします。また、平日は

時間を延長し、午後7時まで相談をお受けします。

【期　　間】11月13日（月）～19日（日）

【時　　間】午前8時30分～午後7時まで（土・日は午前10時から午後5時）

【場　　所】高知地方法務局人権擁護課（土・日は高松法務局人権擁護部）

【相談内容】ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー、

                  離婚問題,暮らしの悩みごとなど女性をめぐる人権問題　　

○お問い合わせ　高知地方法務局 人権擁護課　蕁088－822－3503
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「婚活サポーター養成講座」参加者募集

最 低 賃 金 改 正 の お 知ら せ

　県では、出会いや結婚への支援を希望する独身者を、それぞれの地域でボランティアでサポートし

ていただく、「婚活サポーター」を募集しています。現在、65名のサポーターの皆さんが活躍中で、こ

れまでに77組が成婚しています。今回、新たなサポーターを養成するため、「婚活サポーター養成講

座」を開催します。結婚への支援を希望する独身者を、県と一緒に応援してみませんか。

【日　時】11月23日（木・祝日）午前9時30分～正午　　　　

【場　所】高知共済会館 大ホール「桜」　〒780－0870 高知市本町5丁目3－20　　

【参加費】無料　

○お申し込み・お問い合わせ

　電話・FAXまたは郵送でお申し込みください。

　〒780－8570 高知市丸の内1－2－20 高知県地域福祉部 少子対策課 出会い・結婚支援担当　

　蕁088－823－9717　蕭088－823－9658

平成29年10月13日から高知県最低賃金は、1時間　　　　　　です。

★最低賃金についての

○お問い合わせ　高知県労働局 賃金室　　蕁088－885－6024

　　　　　　　　四万十労働基準監督署　 蕁35－3148

737円

糖尿病教室のご案内

11月19日（日） 午前10時～正午

①「糖尿病の基礎知識」

　　　大野内科 副院長　稲田　昌二郎 先生

②「糖尿病患者のフットケア」（足のお手入れ）

　　　看護師　田所　真弓、東　知恵

　「シックデイって何？こんな時あなたはどうする？」

　　　　　　　看護師　小野　智香、濱田　綾

③「糖尿病の食事療法～食べ方・選び方のコツ～」

　　　　　　　　　管理栄養士　谷村　真優

④「災害対策」　　　　　　 薬剤師　村上　千恵

第1回

11月26日（日） 午前10時～正午

①「糖尿病の薬について」

　薬剤師　杓谷　甫律

②「実際に血糖値を測ってみよう」

　　臨床検査技師　野町　真由、上岡　千夏

③「運動療法について」

　　　　　　　理学療法士　今橋　一幸

④「年末・年始 イベント食の注意点」 　　　　

　　　　管理栄養士　谷村　真優

第2回

皆さんで交流しながら学びませんか？

糖尿病の治療を支える専門の医療スタッフが

サポートさせていただきます。

どなたでもお気軽にご参加ください。

会場：高知県立幡多けんみん病院 3F 中会議室

※参加無料、申込不要

○お問い合わせ　蕁66－2222（代表）　

　　　　　  担当／内科外来 看護師 頼田・周治
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狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

「
幡
東
」
開
所

 

県
内
９
ヶ
所
目 

更
生
支
援
強
化

　
平
成

２９
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
冬
期
）

を
実
施
し
ま
す
。

 
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害

に
お
困
り
の
農
林
業
の
皆
さ
ん
の
受
験

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
の
種
類

・
わ
な
猟
免
許

　
わ
な
を
使
用
す
る
猟
法

・
第
１
種
銃
猟
免
許

 

装
薬
銃
を
使
用
す
る
猟
法（
空
気
銃

を
使
用
す
る
猟
法
も
で
き
ま
す
。
）

・
第
２
種
銃
猟
免
許

　
空
気
銃
を
使
用
す
る
猟
法

◆
試
験
の
日
時
・
会
場

・
わ
な
猟

 
１２
月
２
日（
土
）午
前

１０
時
〜

・
第
１
種
お
よ
び
第
２
種
銃
猟

　
１２
月
３
日（
日
）午
前

１０
時
〜

　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

 
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２

◆
受
験
料

①
現
在
、
有
効
な
狩
猟
免
許
を
持
っ
て

い
な
い
方
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

②
一
部
免
除
者
　
　
　
　
３
９
０
０
円

◆
申
請
書
配
布
場
所

　
高
知
県
庁
鳥
獣
対
策
課
、
中
村
地
区

猟
友
会
、
黒
潮
町
役
場 

農
業
振
興
課
 

佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課

◆
申
請
方
法

　
申
請
書
類
は
、

１１
月

２０
日（
月
）ま
で

に
、
高
知
県
猟
友
会
・
中
村
地
区
猟
友

会
も
し
く
は
、

１１
月

２２
日（
水
）ま
で
に

高
知
県
中
山
間
振
興
・
交
通
部
鳥
獣
対

策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
中
山
間
振
興
・
交
通
部

　
鳥
獣
対
策
課

　
　
蕁

０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
３
９

　
中
村
地
区
猟
友
会（
月
、
木
の
み
）

　
　
蕁

３
４
―
２
１
６
０

　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所
 

　
海
洋
森
林
課 

林
業
振
興
係

　
　
蕁

５
５
―
３
１
１
５

【
参
考
・
初
心
者
講
習
会
】

 
高
知
県
猟
友
会
で
は
、
猟
友
会
員
と

猟
友
会
へ
の
加
入
希
望
者
を
対
象
に
初

心
者
講
習
会
を
　

１１
月

２６
日
（
日
）（
有

料
・
補
助
あ
り
）
に
実
施
し
ま
す
。
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
高
知
県
猟
友

会（
蕁

０
８
８
―
８
５
６
―
６
６
４
１
）

ま
た
は
中
村
地
区
猟
友
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
林
業
の
仕
事

に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、

そ
の
当
時
、
林

退
共
制
度
加
入

し
て
い
た
、
も

し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
お

心
当
た
り
の
な
い
方
は
、退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時

の
加
入
の
有
無
に
つ
い
て
も
当
方
で
確

認
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最
寄

の
支
部
ま
た
は
、
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
１
７
０
―
８
０
５
５

　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
―

２４
―
１

　
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構 

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
蕁

０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
７

蕭

０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
９
０

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。

　http://w
w

w
.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

　
四
万
十
市
と
黒
潮
町
の
活
動
拠
点
と

な
る
「
幡
東
」
が
開
所
し
ま
し
た
。

　
幡
東
は
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
、
幡
東
を
運
営
す
る
幡
東
保
護
区

保
護
司
会
に
は
、
現
在

３８
人
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
事

件
で
保
護
観
察
処
分
付
き
執
行
猶
予
判

決
を
受
け
た
人
た
ち
に
、
指
導
や
助
言

を
行
っ
て
お
り
、
安
心
安
全
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
同
日
行
わ

れ
た
開
所
式

に
は
高
知
保

護
観
察
所
長

を
ふ
く
め
約

４０
人
が
出
席

し
て
、
同
保

護
司
会
の
秋

元
貢
一
会
長

が
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
今
後
セ
ン
タ

ー
は
、
対
象
者
と
の
面
談
の
場
所
、
学

校
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
交
換
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
業
務
は
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
東
　

蕁

０
８
８
０
―
３
４
―
６
６
２
６ 開所式後の記念撮影
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パールアガー� 24g

水　� 80g

グァバジュース� 100g

 　  カルピス（原液）�92g

 　  水� 480ml

 　  砂糖� 50g

●材料（10個分）●

〔作り方〕
①Aを混ぜてカルピスジュースを作る。
②パールアガーと水を混ぜ、かたまりができないように、かき混
ぜながらゆっくり加熱する。※アガーをゼラチンで代用する場
合は、10g使う。ゼラチンは沸騰させないようにする。
③泡がでるようにふつふつと沸いてきたら、グァバジュース、カ
ルピスジュースを加えて良くかき混ぜる。※砂糖は好みで味
を調整して加え、良くかき混ぜる。
④火からおろし、荒熱がとれたら、型に流し入れ、氷水や冷蔵庫
の中で固める。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201（直通）

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166（直通）

グァバゼリー

黒潮町ケーブルテレビ

11月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の17：00です。

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

11月22日～ 黒潮町内小中学校音楽祭を放送！11月22日～ 黒潮町内小中学校音楽祭を放送！

◆平成29年黒潮町内小中学校音楽祭

【放送期間】11月22日（水）～29日（水）

◆第70回秋季四国地区高校野球大会

【放送日程】11月4日（土）　準決勝

　　　　　 11月5日（日）　決　勝

【再　放　送】中継当日の19：00～終了まで

※NEWSや役場のお知らせ、イベ
　ントの様子などをお届けします。
　

ＩＷＫTV番組
07：00　13：00　17：00　20：00

Kochi on TV! 10：00　15：00　19：00　22：00

幡多サイクル紀行 08：35　14：35　18：35　21：35

片さんのFish!おふ 06：00　11：00　23：00　

サイエンスチャンネル 06：45　11：45　23：45

ＪＣＣ三人娘が行く! 08：45　14：45　18：45　21：45

ショップチャンネル
09：00　12：00　16：00

24：00～6：00

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

　今年収穫したばかりのグァバを使ったジュースを使いました。
予算の関係でカルピスを混ぜていますが、もちろんグァバジュ
ースだけで作ってもOKです。グァバにはビタミンCが豊富に
含まれているそうですよ。

A

※総合計同点、カウントバック方式とする。
※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 尾崎良二 24 25 24 25 49 98

準優勝 小野みね 24 24 26 25 51 102

3位 宮川正幹 29 24 25 25 50 100

4位 佐田幸一 27 25 25 27 52 104

5位 松田　哲 27 28 24 26 50 103

6位 峰岸広美 25 28 28 23 51 103

7位 鍋島正三 24 27 25 26 51 103

8位 篠田重義 25 28 29 24 53 104

9位 山岡克彦 30 27 26 24 50 107

10位 西地　裕 28 28

小計

49

51

50

52

53

52

52

51

57

56 26 25 51 107

HC 総計

－2 98

4 98

－4

100

100

103

103

－4 103

104

－4 107

4 107

ベストスコア：Ａコース　21点 ― 宮川　正幹

　　　　　　　Ｂコース　23点 ― 峰岸　広美

ホールインワン：Ａコース　西網清子、山下豊明、筒井康夫、宮崎安男

土佐西南黒潮PG協会開場12周年記念杯

日時：9月21日（木）　集合：午前8時半　  開始：午前9時

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

※今年から大方地区・佐賀地区合同開催となっています。

※放送日程は変更となる場合があります。

※放送時間は、テレビの電子番組表などでご確認ください。
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日 土月 火 水 木 金

1 42 3 1 2 3
午前 日 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生） （文化の日）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（伊与喜地区） 外来診療（矢野先生）

5 116 7 8 9 10
午前 日 土外来診療 外来診療（澤田先生） 時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療

12 1813 14 15 16 17
午前 日 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土外来診療
外来診療 外来診療（矢野先生）

252019 21 22 23 24
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療（矢野先生）

外来診療

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

302726 28 29 30 29
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療（矢野先生）

外来診療

【診療時間】午前9時～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　11月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111

※当診療所は予約制となっております。初診の方や予約のない方はあらかじめ電話連絡をお願いします。当日の受付もできますので、

　どうぞご利用ください。　　　　　�     

※医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。�     

※月曜日のみ診療時間が午後12時30分～14時（受付は13時50分まで）となっておりますのでご注意ください。

※火曜日・木曜日・金曜日は、高知医療センター内科医師が診療しています。

※インフルエンザ予防接種の予約を受付けしています。�

（勤労感謝の日）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

健康テレフォンサービスのご案内 月　　銀歯による金属アレルギー

火　　なかなか歩かない子ども

水　　神経内科

木　　胆石症と診断された方へ

金　　漢方治療と尿路疾患

土日　便秘の方へのアドバイス

健康テレフォンサービス　蕁088－832－5266

○お問い合わせ　高知保健医協会　蕁088－832－5231

高知保健医協会より健康テレフォンサービスのご案内

です。様々な健康に関する情報をお電話にて24時間

テープで流しています。

【時間】午前9時～翌朝午前9時まで

　　　　（24時間同じ内容のテープです。）

【料金】無料 ※通話料金は別途発生します。

11
月
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

11

12

日

1～5

6～12

13～19

20～26

27～30

1～3

04～10

11～17

18～24

25～28

29

30

31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道

中 村 住 設

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

大方設備センター

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

大方設備センター

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大方設備センター

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

大 西 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2017（平成29）年11月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

11/9（木）

12/3（日）

7（木）

10（金）

・　  

11（土）

・　  

12（日）

25（土）
・　  

26（日）

つながり・つむぐ人権・同和教育学習講演会

（講師：前田浩文さん）
大方町民館 大方町民館� 蕁43－120418：30

ふれあい人権・同和教育学習会②

（講師：道志真弓さん）（10日）
佐賀町民館 佐賀町民館� 蕁55－210819：00

第23回潮風のキルト展（3日間）
砂浜美術館（入野松原）

雨天時 ふるさと総合センター
NPO砂浜美術館�蕁43－4915

9：30～

15：30

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト

� 蕁090－2786－3702
9：00

第12回黒潮町民大学④　

映画「ある精肉店のはなし」纐纈あや
大方あかつき館

生涯学習係� 蕁55－3190

人権啓発係� 蕁43－2800

13：30

地域の防災サポーター養成講座 第Ⅲ講座

（講話・実技指導）
黒潮消防署 10：00

幡多地区人権フェスティバル

（講演他（講師：川口泰司さん））

佐賀小学校

佐賀中学校
13：20

（13：00開場）

地域の防災サポーター養成講座

第Ⅱ講座（救命講習）
黒潮消防署 9：00

第55回大方の秋まつり（11日・12日）

第5回黒潮町まるごと産業祭（12日）

土佐西南大規模公園体育館周辺

（秋まつり）

生涯学習係� 蕁55－3190

（産業祭）

商工観光係� 蕁43－2113

（秋まつり）

9：00

（産業祭）

10：00

18（土）

地域の防災サポーター養成講座 第Ⅰ講座（座学） 黒潮消防署

南海地震対策係�蕁43－2188

9：30

人権教育係� 蕁55－3190

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

大方設備センター

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

43－1483

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

43－1546

43－2061

44－1117

入野769

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

大 西 設 備

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

44－1025

43－2024

55－7371

55－2133

55－2121

55－3141

43－2096

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

上川口750－3

下田の口822－174

拳ノ川1781

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

浮鞭3558－8
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新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集平成30年成人式平成30年成人式平成30年成人式平成30年成人式

日時／平成30年1月3日（水）　受付：12時30分～　式典：1時30分～

場所／ふるさと総合センター（黒潮町入野）大ホール

【お問い合わせ・応募先】教育委員会　生涯学習係（担当：渡辺）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 蕁55－3190（課直通）　蕭55－2851

黒 潮 町 成 人 式

平成30年「黒潮町成人式」の新成人代表者を募集します。

20歳の素晴らしい記念になると思いますので、「われこそは」と思う方の募集をお待ちしています。

なお、応募多数の場合は、教育委員会にて抽選とさせていただきますのでご了承ください。

せい し

◆対　象　者　平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれで、次のいずれ

かに該当する方

　　　　　　①町内在住の方

　　　　　　②町内の小学校または中学校を卒業した方

◆募集人数　3人（誓詞、記念品授与、花束贈呈　各1人）※誓詞＝成人の誓い

◆募集期限　11月27日（月）まで

◆応募方法　電話・FAX

イベント情報や県内各地の豊か

な森・川・海の情報を更新中！

「高知県の豊かな海」で検索！ い

いね！や「シェア」をお願いします！ 

第38回 全国豊かな海づくり大会 高知県実行委員会事務局 
高知県水産政策課 豊かな海づくり大会推進室内

〒780－8570 高知県高知市丸ノ内1丁目7番52号（西庁舎6階）

蕁088－821－4690　    38umidukuri@ken.pref.kochi.lg.jp

　全国豊かな海づくり大会は、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の大切さを広く発信するととも

に、つくり育てる漁業の推進を通じて漁業の振興と発展を図ることを目的として、毎年各地で開催されています。

大会開催1年前を記念してプレイベントを開催！

11月11日（土）午前10時～4時

場所：土佐市宇佐しおかぜ公園

1年前プレイベント in 宇佐しおかぜ公園

平成

29年

当日、シャトルバスを30分おきに運航させます。
臨時駐車場：土佐市新居（新居緑地公園の隣）約90台

漁船パレード、稚魚の放流 地元のおいしいものコーナー

11月11日（土）・12日（日）午前10時～9時

場所：高知市中央公園　

「土佐の豊穣祭2017」・「豊かな海づくりフェスタ」

平成

29年

土佐の豊穣祭高知市会場で豊かな海づくりフェスタを同時開催

写真：福岡県大会

体験コーナー ステージショー
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○お問い合わせ　幡東森林組合　蕁55－2021（黒潮町熊井346番地8）

【日時】11月12日（日）午前10時～3時

【場所】四万十市不破地先　

【日時】11月10日（金）～12日（日）

　　　午前9時30分～3時30分

【場所】砂浜美術館

※雨天決行、荒天中止（四万十川左岸河川敷）

来て、見て、さわって遊ぼう！ 幡多地域7つの森林組合が協力

して行うイベントです。

たくさんのワークショップ、たのしい・おいしい飲食コーナー、

迫力満点の林業機械、かっこいい林業資材！いろいろとご用意

してお待ちしてます♪イベントの最後には毎年恒例、お菓子投

げもやりますよ～。

5回目となる今年のテーマは「想う、創る、林業の未来」。

普段目にすることのない山の仕事を少しでも知っていただけれ

ば幸いです。

便利な無料シャトルバス・

周遊ボンネットバスを

ご利用ください。

HATA YAMAMORI FESTIVAL

主催：幡多山もりフェス実行委員会

幡多山もりフェス2017

第23回 潮風のキルト展第23回 潮風のキルト展第23回 潮風のキルト展

○お問い合わせ
   NPO砂浜美術館　蕁43－4915

※12日（日）は第55回大方の秋まつり・

　第5回黒潮町まるごと産業祭と同時開催

全国から集まった個性豊かなキルトが、美しい松原で潮風にそよぎます。

美味しいものや手

作り品が集まる小

さなマーケット・

ワークショップ・

野点 他

【イベント】

（黒潮町・入野松原）

黒潮町の観光情報は

こちらから→

至四万十市 至高知市

道の駅
ビオスおおがた

黒潮町役場

大方あかつき館

らっきょう畑

入野の浜

（雨天時会場）
ふるさと総合センター

ネスト・ウェスト

ガーデン土佐

幡多信用金庫 JA

国道56号

土佐入野

P

P

P 会場

WC

WC
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第
５
回
黒
潮
町
ま
る
ご
と
産
業
祭
が

１１
月

１２
日
（
日
）
午
前

１０
時
〜
３
時
、
土

佐
西
南
大
規
模
公
園
体
育
館
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
　
　
　

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南
交

通
バ
ス 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務

局
で
は
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
乗
車
体

験
・
反
射
神
経
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
く
じ

引
き
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
体
験

・
バ
ス
の
展
示
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
か
体
験
）

・
く
じ
引
き
（
１
回
１
０
０
円
）

・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
案
内

・
で
す
か
入
会
案
内

・
グ
ッ
ズ
販
売

・
バ
ス
・
鉄
道
の
運
転
手
の
制
服
を
着

て
記
念
撮
影

 
そ
の
他
に
サ
ニ
ー
く
ん
・
サ
ン
コ
ち

ゃ
ん
も
登
場
し
ま
す
。

※
毎
週
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
土
佐
く

ろ
し
お
鉄
道
四
万
十
く
ろ
し
お
ラ
イ

ン
（
中
村
・
宿
毛
線
）
宿
毛
―
窪
川
間

の
普
通
列
車
、
大
人
５
０
０
円
、
小

人
３
０
０
円
で
一
日
乗
り
放
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
土
佐
入
野
駅

か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
て
い

ま
す
の
で
、『
土
佐
く
ろ
お
で
か
け

き
っ
ぷ
』
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁

４
３
―
２
１
７
７

黒
潮
町
ま
る
ご
と
産
業
祭

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南

交
通
バ
ス 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

募集訓練科名 応募資格 募集人数訓練期間

木造建築科 10名

左官・タイル

施工科
10名

2年

中学校卒業者以

上（H30年3月卒

業見込み含む）で

H30.4.1現在39

歳以下

平成30年度（一般入試）

高知県立中村高等技術学校 訓練生募集！

【願書受付期間】11月20日（月）～12月1日（金）

【試　験　日】12月15日（金）�  

【試験科目】筆記試験・面接�  

【合格発表】12月22日（金）�  

※遠隔地者には寮（男性）もあります。�  

　詳しくは下記までお問い合わせ下さい。�  

〒787－0019 四万十市具同5179

高知県立中村高等技術学校
蕁0880－37－2723    

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151305/
蕁
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　こんにちは。産業推進室でふるさと納税を担当しています、地域おこし協力隊の森元です。

　昨年度は、全国から1億4千万円を超える多くのご寄附をいただきましたが、今年度は9

月末現在、昨年を上回るペースでご寄附をいただいている状況です。

　ご寄附いただいた方々からは、黒潮町の産品への期待や感想、旅行や仕事で黒潮町へお

越しいただいたときの思い出など、様々なコメントをいただいています。また、黒潮町が取

組む防災関連の活動へのご支援や励ましの声も多く、黒潮町の取組みを多くの方々が知っ

てくださっていることが確認できる場にもなっています。

　黒潮町のふるさと納税は、平成29年4月の総務省通知を踏まえ、10月から返礼割合の変更や新たなお

礼の品の追加などのリニューアル作業をしました。返礼割合が全国で統一される動きとなりましたので、

いい意味で他の地域と肩を並べることができるのではないでしょうか。

　ふるさと納税は、地域の産品や生産者の方々と、全国の多くの方々の橋渡しができるすばらしい制度だ

と思います。今回のリニューアルを機会として、多くの方々に黒潮町のファンとなっていただけるよう努力

するとともに、今後は頂戴したご寄附がどのように活用されたのかなども町民の皆様や全国の皆様にお知

らせしていきたいと考えています。

　これからも黒潮町のふるさと納税にご注目のほど、何卒よろしくお願いいたします。

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（ふるさと納税担当）

森元　秀典

黒潮町ふるさと納税のお礼の品例

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁

４
３
―
２
１
７
７
（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.k

u
ro

s
h
io

.lg
.jp

浜村　修也くん
〈平成26年9月1日生まれ〉

しゅう や

森　　奏良くん
〈平成28年12月13日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良くしてね。
〈ママより〉

篠田　依季ちゃん
〈平成29年3月1日生まれ〉

元気にすくすく育ってね。
〈ママより〉

りいの そ ら

北岸　　樹くん
〈平成26年7月25日生まれ〉

元気いっぱいな子に育っ
てね。　 〈パパ、ママより〉

いつき

岩田　幸来ちゃん
〈平成28年9月18日生まれ〉

お兄ちゃん達とたくさん遊
んですくすくと大きくなって
ね。〈お父さん・お母さんより〉

元気いっぱい大きくなっ
てね。　　　　〈父・母より〉

らさ

浜村　咲歩ちゃん
〈平成29年2月6日生まれ〉

お兄ちゃん達と仲良く大
きくなってね。

〈父・母より〉

ほさ

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！
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11月

日 月 火 水 木 金 土

12 23 3 4

5

1

6 7 8 9 10 11

1

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 23 24 25

26 27 28

22

12月

日 月 火 水 木 金 土

2 3 1 2 1 2

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁

４
３
―
２
１
１
０

　
佐
賀
図
書
館蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介

●昭和こども図書館　　　　　　　　　　　　初見　健一／著

●日本茶のさわやかスイーツ　　　　　　　　本間　節子／著

●バブルノタシナミ　　　　　　　　　　　阿川　佐和子／著

●受けたい介護がすぐわかる手続き便利帳　　小泉　仁／監修

●母さん、ごめん。　　　　　　　　　　　　松浦　晋也／著

●はじまりは愛着から　　　　　　　　　　佐々木　正美／著

●ずかん海外を侵略する日本＆世界の生き物　今泉　忠明／監修

●みんなの防災えほん　　　　　　　　　　山村　武彦／監修

●このママにきーめた！　　　　　　　　　　　のぶみ／さく

●Ｒ帝国　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　文則／著

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

第
２５
回
企
画
展

期
間
　
１２
月
２７
日
（
水
）
ま
で

会
場
　
上
林
暁
文
学
館
（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

『
林
 

嗣
夫
・
詩
の
世
界
』

〜
言
葉
を
自
ら
の
現
実
の
中
で
語
り
直
す
と
き
〜

29 30 29 30

＊
第
十
七
詩
集
『
そ
の
よ
う
に
し
て
』
で
、
第
４９
回
日
本
詩
人

ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
た
林
嗣
夫
。
そ
の
詩
人
と
し
て
の
五

十
年
の
歩
み
を
著
書
や
作
品
で
紹
介
す
る
。

日時／11月11日（土）

作品／①午前10時～『ふしぎな岬の物語』　

　　　②午後2時～  『続・深夜食堂』

会場／大方あかつき館1F レクチャーホール

　　　先着200名まで（無料）

講師／林 嗣夫さん（詩人・高知市在住）

日時／12月2日（土）午後2時～4時

会場／あかつき館2F 会議室

　　　先着60名まで（無料）

秋の名画座『あかつき』

文学講座『言葉に出会う楽しさ』

〈大方秋まつりの関連行事〉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
秋
も
深
ま
り
、
落
ち
葉
が
舞
い
散
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は

乳
幼
児
用
の
絵
本
も
た
く
さ
ん
置
い
て
い

ま
す
。
是
非
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

・
１４
日
（
火
）
・
２１
日
（
火
）
・
２８
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

・
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
楽
し
み
会
や
お
散
歩
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

★
第
９
回
『
子
育
て
講
座
』

・
７
日
（
火
）
起
震
車
体
験
と
防
災
教
室

　
午
前
１１
時
〜
正
午

　
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
講
師
　
黒
潮
町 

情
報
防
災
課
職
員

★
『
黒
潮
町
子
育
て
講
演
会
』

・
１９
日
（
日
）
健
康
に
な
る
た
め
の
生

活
リ
ズ
ム
〜
食
べ
て
、
動
い
て
、
よ

く
寝
よ
う
〜

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
幡
多
青
少
年
の
家

　
講
師
　
早
稲
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※17日は館内整理日です。


